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国
民
健
康
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
は
税
率
改
定
が
必
要
と
な
る
。
当

面
の
財
源
不
足
を
補
う
こ
と
を
基
本
に

県
の
「
保
険
料
水
準
の
統
一
化
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
及
び
県
か
ら
示
さ

れ
た
標
準
保
険
料
達
成
に
向
け
、「
資
産

割
の
廃
止
」「
応
益
割
の
平
準
化
」
に
向

け
た
取
り
組
み
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

来
年
度
、
平
均
2
・
63
％
引
き
上
げ
の

税
率
改
定
を
行
う
た
め
の
改
正
で
、
特

別
会
計
予
算
も
改
正
を
念
頭
に
組
み
立

て
ら
れ
て
い
る
。

反
対
討
論
　
元
々
高
す
ぎ
る
国
民
健
康

保
険
税
。
し
か
も
物
価
高
騰
で
更
な
る

負
担
増
を
被
保
険
者
に
課
す
べ
き
で
は

な
い
。
来
年
度
か
ら
は
納
期
を
12
期
か

ら
９
期
に
減
ら
す
こ
と
も
決
ま
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
負
担
感
が
増
す
。
今
回
の

税
率
改
定
は
、
資
産
が
な
い
世
帯
や
多

子
世
帯
の
負
担
が
大
幅
に
増
え
る
。

賛
成
討
論
　
資
産
割
の
廃
止
は
、
子
育

て
支
援
金
制
度
創
設
な
ど
の
関
係
で
、

仕
方
な
い
も
の
と
理
解
。
審
議
会
答
申

に
あ
る
激
変
緩
和
措
置
は
、
十
分
と
は

言
え
な
い
も
の
の
、
対
策
が
と
ら
れ
て

い
る
。
納
期
変
更
に
は
十
分
配
慮
し
て

進
め
て
ほ
し
い
こ
と
と
、
納
税
者
に
は

物
価
高
騰
対
策
の
支
援
な
ど
、
配
慮
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
町
の
国
保
制
度
を

維
持
す
る
た
め
に
は
や
む
を
得
な
い
と

考
え
る
。

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決
。

国
保
税
の
値
上
げ
を
可
決

来
年
度
の
国
保
特
別
会
計
予
算
も

ウォーター PPP ってなに？ R
６
年
度
の
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
導
入
で
賛
否　

R
９
年
度
以
降
の
下
水
道
管
改
修
工

事
に
対
す
る
国
庫
補
助
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

P
P
P
の
導
入
が
決
定
済
み
で
あ
る
こ

と
が
要
件
化
さ
れ
て
お
り
、
制
度
を
導

入
し
て
事
業
を
進
め
る
た
め
の
補
正
。

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
導
入
の
一
般
的

な
メ
リ
ッ
ト
は
、
人
材
不
足
に
よ
る
技

術
的
な
対
応
力
の
低
下
の
課
題
が
解
消

さ
れ
る
な
ど
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
一
斉

に
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
受
け
入
れ
業

者
が
確
保
で
き
る
か
懸
念
が
あ
る
。

反
対
討
論
　
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

公
共
性
が
高
い
た
め
、
民
間
事
業
者
の

参
入
に
は
反
対
。

賛
成
討
論
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
査
し
て
判

断
す
る
と
し
て
い
る
た
め
、
公
共
性
を

保
ち
な
が
ら
し
っ
か
り
と
し
た
調
査
を
。

ま
た
、
財
源
は
10
分
の
10
の
国
補
助
で

有
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決
。

議
員
が

注
目
の

議
案
！

40
議
案
を
審
議 

全
て
原
案
通
り
可
決
・
同
意

詳しくは議会HPへ

（
第
３
号
）

　
G
I
S
の
構
築
で
は
、
R
７
年
度
は

漏
湯
範
囲
の
デ
ー
タ
化
を
実
施
。
携
帯

で
も
位
置
が
確
認
で
き
る
。

　
今
後
の
公
営
企
業
化
に
向
け
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、Ｒ
７
年
度
は
、
固

定
資
産
台
帳
の
整
備
、
組
織
体
制
、
担
当

職
員
の
研
修
な
ど
、Ｒ
８
年
度
に
会
計
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
条
例
整
備
、Ｒ
９
年
度

か
ら
運
用
を
開
始
予
定
。

　
公
債
費
で
は
、Ｒ
14
年
に
は
こ
の
ま
ま

借
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
起
債
（
借
入
金
）

は
全
額
終
わ
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
今
後
は
加
入
口
数
を
増
や
し
、
ま
た
余

剰
口
数
の
減
少
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

経
営
戦
略
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
る

状
況
が
確
認
で
き
る
予
算
で
あ
る
こ
と
か

ら
賛
成
と
の
討
論
が
あ
っ
た
。

　
未
収
金
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
改
善
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
随
時
、
滞

納
分
の
集
金
な
ど
に
よ
り
収
納
率
を
上
げ

る
よ
う
に
し
て
い
く
。
原
水
及
び
浄
水
費

の
増
は
電
気
代
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
見
直
し
、
個
別
施
設
計
画
の
策
定
業

務
の
ほ
か
、
薬
品
の
多
く
が
値
上
が
り
と

な
っ
て
い
る
た
め
。

　
料
金
改
定
に
よ
り
収
入
は
伸
び
て
い
る

が
、
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
歳
出
も
増

え
て
お
り
、
厳
し
い
会
計
で
あ
る
こ
と
は

理
解
し
て
賛
成
と
の
討
論
が
あ
っ
た
。

水
道
事
業
会
計
予
算

厳
し
い
会
計
状
況
続
く

駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

使
っ
て
も
ら
え
る
駐
車
場
に

G
I
S
の
構
築
で

漏
湯
範
囲
を
デ
ー
タ
化

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

GIS（地理情報システム）とは

地理空間情報を重ね合わせ表示するシステム

　
歳
出
の
委
託
料
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
料
で
、
人
数
に
増

減
は
な
い
が
、
単
価
の
ア
ッ
プ
等
に
よ

る
増
額
。
消
耗
品
費
で
は
駐
車
場
内
の

立
て
看
板
の
更
新
、
修
繕
料
は
表
示
看

板
等
の
駐
車
場
内
の
修
繕
な
ど
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
使
用
料
の
増
に
期
待
し
な
が
ら
、
観

光
面
、
商
業
面
に
寄
与
す
る
駐
車
場
で

あ
り
、
使
っ
て
も
ら
え
る
駐
車
場
と
な

る
よ
う
期
待
す
る
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。 四ツ角駐車場

　
町
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
で
は
、子
の
看
護
休
暇
な
ど
は
、

規
則
の
改
正
に
よ
り
特
別
休
暇
の
対
象

を
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で

の
子
か
ら
９
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
に
拡

大
し
た
。

　
介
護
休
暇
は
、正
規
職
員
は
有
給
扱
い
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
特
別
休
暇
で
は

あ
る
が
無
給
の
休
暇
と
な
る
。

職
員
の
勤
務
条
件
を
改
善

条
例
改
正

従来の業務形態
～個別発注～

維持管理 受託者A 1本で発注
維持管理
＋
改築
＋
計画

受託者W

受託者A
＋

受託者 B
＋

受託者C
契約期間 10 年

改築 受託者 B

計画 受託者C

これからの業務形態
～ウォーター PPP～

地
方
公
共
団
体

地
方
公
共
団
体


